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審
議
会
な
ど
の
市
民
委
員

　
本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
５
つ
以
上
兼
ね
て
い
な
い
人
。
報
酬
は
会
議

１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円
。
書
類
選
考
で
結
果
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
市
民
委
員　
▼
資
格　
市
内
在
住
の
成
人
で
、
年

２
回
程
度
行
う
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集
人
数　
３
人　

▼
任
期　
31
年
２
月
２
日
か
ら
２
年
間　
▼
応
募
方
法　
11
月
30
日
㈮
必
着

で
、
Ａ
４
用
紙
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
主
な
職
歴
・
ス
ポ
ー
ツ
経
歴
を
記
入
し
「
私
の
考
え
る
八
千
代
市

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
８
０
０
字
程
度
の
小
論
文
を
添
え
て
、

〒
２
７
６

－

０
０
４
５
大
和
田
１
３
８

－

２
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
持
参
、
郵

送
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
委
員
の
公
募
」
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い

 

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

■
八
千
代
市
介
護
保
険
事
業
運
営
協
議
会
の
市
民
委
員　
▼
資
格　
市
内
在
住

の
介
護
保
険
の
被
保
険
者（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者
を
除
く
）で
、
介
護
の

経
験
、知
識
、ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
が
あ
り
、年
１
回
〜
５
回
程

度
行
う
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集
人
数　
４
人　
▼
任
期　
31

年
２
月
１
日
か
ら
３
年
間　
▼
応
募
方
法　
11
月
30
日
㈮
必
着
で
、
Ａ
４
用
紙

に
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
主
な
職
歴
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
介
護
活
動
の
経
歴
・
応
募
理
由
を
記
入
し
「
介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
」と
題
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え
て
、〒
２
７
６

－

８
５
０
１

市
役
所
長
寿
支
援
課
へ
持
参
、
郵
送
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
委
員
の

公
募
」
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い 

（
長
寿
支
援
課
）

ほ
た
る
の
里
の
整
備
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
草
刈
り
や
枝
拾
い
な
ど
ホ
タ
ル
が
住
め
る
環
境
づ
く
り
を
し
ま
す
。
帽
子
、

水
筒
、
軍
手
持
参
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
滑
り
に
く
い
靴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ほ
た
る
の
里
集
合
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
▼
日
時　
11
月
10
日
、12
月
15
日
、１
月
12
日
、２
月
９
日
、３
月
９
日
い
ず
れ

も
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午　
▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
政
策
室
（
４
８
３
）

１
１
５
１
（
代
表
）
へ

市
民
文
化
祭
11
月
中
旬
～
下
旬
の
日
程

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

歳 入
　市税、地方消費税交付金、県支出金、繰越金などは増となったものの、地方
交付税、分担金及び負担金、国庫支出金、繰入金、市債などの減により、対前
年度比で約17億１千万円、3.0％の減でした。グラフの（　）内は前年度比。

歳 出（性質別経費） 　性質別経費とは、経済的性質（扶助費，人件費など）に経費
を分類したもの。グラフの（　）内は前年度比。

歳入
555億3,133万円
（3.0％減）

国庫支出金
国からの負担金や補助金など
86億409万円（5.8％減）

その他
繰入金、寄附金など
７億7,254万円（37.7％減）

分担金及び負担金
保育園の保育料など
７億5,583万円（23.7％減）

繰越金
会計年度が終了し、次の年度
へ持ち越されたお金
11億9,450万円（40.0％増）

諸収入
延滞金加算金及び過料、市預
金利子、貸付金元利収入など
17億8,695万円（6.6％増）

市税
市民税、固定資産税、都市計
画税など
288億2,709万円（2.5％増）

使用料及び手数料
市の施設の利用者、特定の行
政サービスを受ける人からい
ただくお金
15億1,753万円（1.2％増）

県支出金
県からの負担金や補助金など
34億3,034万円（4.6％増）

地方消費税交付金
地方消費税の一部が人口など
に応じて交付されるお金
30億6,934万円（5.9％増）

市債
国や銀行などから借りるお金
26億4,460万円（43.1％減）

地方交付税
地方財源の均衡を図るために
国から交付されるお金
14億964万円（12.8％減）

普通建設事業費
道路、学校など公共施設の
建設など
37億2,861万円（39.1％減）

補助費等
負担金や補助金など
25億6,977万円（1.3％減）

積立金
基金への積み立て
７億3,122万円（17.9％増）

貸付金
所定の期日に返済してもらう
約束で貸すための経費
３億1,555万円（1.8％増）

その他
維持補修費など
２億5,245万円（70.0％減）

繰出金
特別会計へ支出する経費
45億4,738万円（3.3％増）

公債費
市債の償還に要する経費
54億7,912万円（1.9％増）

物件費
消耗品や備品の購入費、委託
料など
103億2,089万円（6.2％増）

人件費
職員給与や議員報酬など
109億2,786万円（1.2％増）

扶助費
児童や高齢者、障害者などを
支援するための経費
144億5,997万円（0.4％減）

その他
地方譲与税、各種交付金
15億1,888万円（17.1％増）

歳出
（性質別経費）
533億3,282万円
（3.6％減）

依存財源　国や県から交付されるもの 37.2% 自主財源　市が自主的に収入できるもの 62.8%

八
千
代
市
決
算
の
あ
ら
ま
し

平成29年度

　
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
始
め
、
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
や
市
債
な
ど
を
財
源
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
29
年
度
決
算
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
原
則
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
の
で
、
公
表
し
た
関
係

資
料
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

行
　
　
　
　
事

日
　
　
　
　
時

場
　
　
所

箏こ
と・三さ
ん

絃げ
ん・尺
八
に
よ
る

三
曲
演
奏
会

11
月
11
日
㈰
11
時
～
16
時

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

短
歌
大
会

11
月
11
日
㈰
10
時
30
分
～
16
時

30
分
（
10
時
開
場
・
受
付
開
始
）
八
千
代
台
東
南
公
共

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

秀
明
大
学
　
飛
翔
祭

11
月
17
日
㈯
10
時
～
17
時

11
月
18
日
㈰
10
時
～
16
時

秀
明
大
学

大
和
田
女
性
会
文
化
祭
11
月
18
日
㈰
10
時
～
15
時

小
板
橋
公
会
堂
・

名
木
児
童
公
園

八
千
代
市
民
合
唱
祭

11
月
18
日
㈰
11
時
30
分
～
17
時

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

謡
曲
大
会

11
月
23
日
㈷
10
時
～
16
時
30
分

勝
田
台
文
化
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル


